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報告第１号 

令和元年度滝沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 

 

 

本協議会での審議事項については、滝沢市国民健康保険条例施行規則第７条第２

号に「国民健康保険特別会計予算に関する事項（人件費その他軽易なものを除く。）」

とあることから、本案件は報告案件としております。 

 

令和元年度滝沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、２９万５千円の

増額補正です。 

補正内容は、人事院勧告実施に係る人件費関連の補正です。 

なお、本補正予算は、滝沢市議会１２月会議で議決されております。 

 

資料は、歳入に関しては【資料１】の１～２ページ、歳出に関しては【資料１】

の３～４ページのそれぞれ１２月補正の欄です。 

人件費の増額分について、その全額を一般会計から繰り入れているものでありま

す。 
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議題第１号 

令和元年度滝沢市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 

 

 

令和元年度滝沢市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、１千２８４万１

千円の減額補正です。 

本補正予算につきましては、滝沢市議会３月会議に上程いたします。 

 

初めに、補正予算の概要です。 

令和元年度も終盤を迎え、国民健康保険税や交付金などの歳入状況と医療費など

の歳出状況の目途がたってきました。 

歳入では、８款の諸収入が１千３７９万１千円の増額とする一方、１款の国民健

康保険税が４６４万２千円、４款の県支出金が８１２万６千円、６款の繰入金が１

千３７７万８千円の減額としております。 

歳出では、８款の諸支出金が６８９万４千円、９款の予備費が１千４９９万９千

円の増額とする一方、１款の総務費が４６０万２千円、２款の保険給付費が１千２

０２万１千円、５款の保健事業費が１千８０４万９千円の減額としております。 

保険給付費の減額により医療費に関係する歳入科目について減額しているところ

ですが、保険給付費の減額の大きな要因は、被保険者数の減少の影響が大きかった

と分析しております。 

なお、令和元年度の上半期の状況をみると、全国的に医療費が０．４％減、被保

険者数が４．１％減となっております。 

 

次に、まず歳出について、補正額の大きな款について個別に説明いたします。 

【資料１】３～４ページの３月補正欄をご覧ください。 

１款の総務費は、４６０万２千円の減額です。これは入札残や支出見込額の確定

による減額です。 

２款の保険給付費は、１千２０２万１千円の減額です。 

１項１目の一般被保険者療養給付費が１千９８万６千円、１項２目の退職被保険

者等療養給付費が３０３万４千円、２項２目の退職被保険者等高額療養費が１１３

万８千円、４項１目の出産育児一時金が３３６万円の減額ですが、２項１目の一般

被保険者高額療養費が６５５万６千円の増額としております。 

保険給付費の減額は、概要で説明したとおり被保険者数の減少の影響が大きかっ

たと分析しています。 

また、退職被保険者の保険給付費については、退職者医療制度が令和２年３月末

での制度廃止が決まっており、被保険者の減少が続いているため、減額しておりま

す。 

５款の保健事業費は、１千８０４万９千円の減額です。 

若年者健診など一部事業が完了していないものもありますが、特定健康診査事業



 3 
 

など、事業完了による支出見込額の確定による減額です。 

８款の諸支出金は、６８９万４千円の増額です。平成３０年度の保険給付費等交

付金の精算に伴い、県に返還するものです。 

９款の予備費は、１千４９９万９千円の増額です。２款の保険給付費は減額して

いますが、保険給付費が見込み額を上回る場合に備えて、予備費を増額しておりま

す。 

 

続いて、歳入について、補正額の大きな款について個別に説明いたします。 

【資料１】の１～２ページの３月補正欄をご覧ください。 

１款の国民健康保険税は、４６４万２千円の減額です。 

１目の一般被保険者分が１５１万３千円の減額、２目の退職被保険者分が３１２

万９千円の減額です。退職者分は結果的に過大見積もりとなりました。 

４款県支出金は、８１２万６千円の減額です。歳出でも触れましたが歳出２款保

険給付費が減額になることにより、保険給付費の財源となる１項１目の保険給付費

等交付金も減額になります。 

６款の繰入金は、１千３７７万８千円の減額です。歳入見込みによる繰入金の減

額です。 

８款の諸収入は、１千３７９万１千円の増額です。 

１項１目の一般被保険者延滞金は４９６万５千円の増額、３項３目の一般被保険

者返納金は２１６万４千円、３項５目の雑入は６３２万８千円の増額です。 

 

以上で、「議題第１号 令和元年度滝沢市国民健康保険特別会計補正予算（第４

号）について」説明を終わります。 
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議題第２号 

令和２年度滝沢市国民健康保険事業計画について 

 

 

国民健康保険事業計画は、法令等に策定規定があるものではなく、県の指導監査

において策定するよう指導を受けているものです。 

 

ここでは、大きな変更点について説明いたします。 

２ページの「３国保の財政見通し」という大項目を追加しました。これまでは

「財政調整基金と国民健康保険税の税率改正」という小項目のなかで説明していま

したが、議会に説明予定の資料について、別途説明させていただきます。 

３ページの「５主な取り組み」の（１）被保険者の健康保持・増進についての説

明に小項目を追加し、内容に糖尿病と高血圧の予防事業についてそれぞれ説明して

おります。 

また、目標値と実績値について、その後の結果がわからないという意見をいただ

いていましたので、数年分の経過について確認できるように修正しました。 

４ページの（２）収納率向上対策の推進の徴収対策ですが、昨年まではサービサ

ー（債権回収会社）の活用をあげていましたが、これが削除なりました。 

大きな変更点は以上になります。 

 

 以上で、「議題第２号 令和２年度滝沢市国民健康保険事業計画について」の説

明を終わります。 
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議題第３号 

令和２年度滝沢市国民健康保険特別会計当初予算について 

 

令和２年度滝沢市国民健康保険特別会計当初予算は、総額４５億９千８８万円で

あります。 

本当初予算については、滝沢市議会３月会議に上程いたします。 

 

初めに、当初予算の概要です。 

資料は、【資料５】の１～４ページです。 

令和２年度滝沢市国民健康保険特別会計当初予算は、総額４５億９千８８万円で、

令和元年度当初予算比では２億２千６８３万８千円の減で、率にして４．７１％の

マイナスとなります。 

これは、保険給付費の減少により予算規模が縮小したものです。 

 

続いて、歳入について、【資料５】の１～２ページにより説明いたします。 

１款の国民健康保険税は、８億５千９０２万６千円で、対前年比で３千６０６万

３千円の減、４．０３％のマイナスです。 

１目の一般被保険者分が３千２１０万１千円の減で３．６０%のマイナス、２目

の退職被保険者分が３９６万２千円の減で、９５．３５％のマイナスです。 

国保被保険者の減少に伴い、国民健康保険税の歳入も減額になります。また、退

職者医療制度が令和２年３月末で廃止することから、退職分は大幅な減となります。 

２款の使用料及び手数料は、４０万１千円で、対前年比では２５万円の減、３８．

４０％のマイナスです。２目の督促手数料を減額としました。 

４款の県支出金は、３２億４千７８４万８千円で、対前年比で１億８千７３６万

８千円の減、５．４５％のマイナスです。 

１項１目１節の普通交付金は、滝沢市国保が支払った保険給付費の対象経費全額

を県が交付するものです。対象経費は、保険給付費のうち、１項の療養諸費（審査

支払手数料は除く）と２項の高額療養費、３項の移送費です。 

なお、予算計上金額は、県の示達額のとおりです。 

６款の繰入金は、４億７千１４９万４千円で、対前年比で３０５万７千円の減、

０．６４％のマイナスです。 

１項の他会計繰入金は、３億４千８７２万３千円で、対前年比で３千２３７万６

千円の減、８．５０％のマイナスです。 

２項の基金繰入金は、１億２千２７７万１千円で、対前年比で２千９３１万９千

円の増、３１．３７％のプラスです。 

８款の諸収入は、１千２１０万８千円で、対前年比で１０万円の減、０．８２％

のマイナスです。 

１項１目の延滞金が１０万円の減で０．８２％のマイナスです。 
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続いて、歳出について、【資料５】の３～４ページにより説明いたします。 

１款の総務費は、９千４６万５千円で、対前年比では３千８６４万３千円の減、

２９．９３％のマイナスです。令和２年度から導入する国保市町村事務処理標準シ

ステム関連経費等の減です。 

２款の保険給付費は、３１億８千７４８万８千円で、対前年比で１億６千８７９

万円の減、５．０３％のマイナスです。 

１項療養諸費は対前年比で１億６千５１９万９千円の減で５．６３％のマイナス、

２項高額療養費は対前年比で１４１万９千円の減で０．３５％のマイナスです。 

歳入で説明したとおり、保険給付費のうち１項の療養諸費（審査支払手数料を除

く）、２項の高額療養費、３項の移送費に関しては、実際に支払った全額が県から

普通交付金として交付されます。 

３款の国民健康保険事業費納付金は、１２億２千１３万８千円で、対前年比で３

千２万２千円の減、２．４０％のマイナスです。 

国の負担金・補助金や社会保険診療報酬支払基金の交付金と負担金等を調整した

うえで、医療給付費分と後期高齢者支援金分、介護納付金分に相当する金額を県に

納付するもので、県の示達額のとおりの計上です。 

５款の保健事業費は、７千３３７万９千円で、対前年比で４２６万９千円の減、

５．５０%のマイナスです。特定健康診査等業務委託料の減額に伴う委託料の減で

す。 

８款の諸支出金は、４４０万３千円で、対前年比では５万円の減、１．１２％の

マイナスです。 

 

以上で、「議題第３号 令和２年度滝沢市国民健康保険特別会計当初予算につい

て」説明を終わります。 

 


